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退任・認定された農業士の皆さん（敬称略）
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指
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農
業
士

亀
岡
市
千
歳
町

西
田
勝
和

女
性
農
業
士

亀
岡
市
河
原
林
町

井
上
清
美

青
年
農
業
士

南
丹
市
八
木
町

綿
井
庸
祐

南
丹
市
日
吉
町

井
尻
逸
子

に
し
だ

い
じ
り

い
つ
こ

わ
た
い

よ
う
す
け

ま
さ
か
ず

い
の
う
え

き
よ
み

磨き上げた知恵と技
平成 27年度
農の匠・京都府農山漁村伝承技能登録者

　

京
都
府
で
は
農
山
漁

村
地
域
に
伝
わ
る
伝
統

的
で
優
れ
た
生
産
・
生

活
に
関
わ
る
技
能
を
２

年
に
一
度
登
録
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
、
南
丹
地
域

で
は
３
名
の
方
に
登
録

証
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

ト
マ
ト
の
木
箱
出
荷
か
ら
段

ボ
ー
ル
出
荷
に
い
ち
早
く
切
り

替
え
た
流
通
改
革
や
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
改
良
に
よ
る
品
質

向
上
と
高
段
着
果
の
安
定
技
術

の
確
立
、
土
壌
病
害
対
策
の
た

め
の
接
木
育
苗
技
術
導
入
等
、

地
域
の
高
品
質
ト
マ
ト
生
産
を

牽
引
さ
れ
ま
し
た
。

●
技
能
登
録
さ
れ
た
皆
様（
敬
称
略
）

●「
農
の
匠
」（
敬
称
略
）「

肉
用
繁
殖
牛
飼
養
管
理
技
術
」

野
間
則
夫

「
小
豆
の
加
工
技
術
」

吉
田
美
千
子

南
丹
市

「
高
品
質
ト
マ
ト
栽
培
」

内
藤
定
夫

南
丹
市

「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
周
年
栽
培
」

輕
尾
一
雄

京
丹
波
町

全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

全
国
優
良
経
営
体
表
彰
事
業

農
林
水
産
省
経
営
局
長
賞

第
43
回

　

第
43
回
全
国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
「
小

豆
・
い
ん
げ
ん
・
落
花
生
等
の
部
（
参
加
81
点
）」

に
お
い
て
、
農
事
組
合
法
人
「
河
原
林
」
が

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
法
人
の
小
豆
栽
培
は
、
平
成
18
年
か
ら

コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
機
械
収
穫
の
実
証
を
開

始
し
、
平
成
20
年
か
ら
は
産
学
官
一
体
と
な
っ

て
定
着
へ
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

播
種
か
ら
収
穫
に
至
る
ま
で
機
械
化
一
貫
体

系
に
よ
る
大
幅
な
省
力
化
と
安
定
し
た
収
量
、

高
い
品
質
を
実
現
し
た
こ
と
が
今
回
の
受
賞

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

京
丹
波
町
蒲
生
地
区
の
新
田
尚
志
さ
ん
が
、
農
林
水
産
省
と
全

国
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
が
行
う
２
０
１
５
年
度
全
国
優

良
経
営
体
表
彰
事
業
で
、
個
人
経
営
体
部
門
の
農
林
水
産
省
経
営

局
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
田
さ
ん
は
現
在
、
15
ｈ
ａ
の
広
大
な
面
積
で
特
産
の
黒
大
豆

枝
豆
や
野
菜
を
主
体
に
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し

い
経
営
に
加
え
て
農
作
業
に

高
齢
者
を
雇
用
す
る
な
ど
、

地
域
の
農
業
振
興
や
活
性
化

に
貢
献
し
た
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

2015
年度

新　任 退　任

お世話に
なりました
お世話に
なりましたよろしくお願いしますよろしくお願いします

のよ
し

か
る

な
い

こ
も

と
う

さ
だ

お

お

か
ず

お

み　

ち　

こ

だ ま

の
り

お

技
能
登
録
の
中
で
も
特
に
優
秀
で
希
少

な
技
能
保
持
者
を「
匠
」と
し
て
知
事
が

認
定
し
て
い
ま
す
。

（輕尾さん）（吉田さん） （野間さん）
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　農業応援隊は、普及指導員が商工関
係や流通関係の方々と連携しながら、
規模拡大や農商工連携、６次産業化な
どにチャレンジする方の相談窓口とな
り伴走支援する組織です。お気軽にご
相談ください。

京都丹波農業応援隊が

サポートします！

京
の
米
で
京
の
酒
を
！

　

京
都
府
で
は
酒
米
の
生
産
者

団
体
か
ら
酒
造
業
界
ま
で
が
一

体
と
な
っ
て
、
酒
米
の
生
産
振

興
と
、
そ
れ
ら
を
原
料
と
す
る

日
本
酒
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
回
は
南
丹
地
域
で
も
栽
培

さ
れ
て
い
る
酒
米
の
中
で
、
京

都
府
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
「
祝
」

と
「
京
の
輝
き
」
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　
「
祝
」
は
お
酒
づ
く
り
の
中
で

も
主
に
酒
の
味
を
決
め
る
麹
を

つ
く
る
工
程
で
重
用
さ
れ
る
酒

づ
く
り
に
適
し
た
お
米
で
す
。

京
の
水
で
仕
込
む
と
、
き
め
細

か
な
柔
ら
か
く
ふ
く
ら
み
の
あ

る
味
わ
い
を
醸
し
出
し
ま
す
。

そ
の
味
わ
い
は
京
料
理
と
の
相

性
も
絶
妙
で
す
。

　
「
京
の
輝
き
」
は
主
に
も
ろ
み

を
造
る
工
程
で
使
う
お
米
で
す
。

「
京
の
輝
き
」
は
従
来
の
原
料
米

よ
り
も
大
粒
で
収
量
が
多
く
、

仕
上
が
っ
た
お
酒
は
香
り
が
高

く
、
ま
ろ
や
か
な
味
わ
い
が
特

長
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
「
祝
」
や
「
京
の

輝
き
」
な
ど
京
都
の
酒
米
で
出

来
た「
京
の
酒
」を
飲
む
こ
と
で
、

こ
れ
ら
の
需
要
が
増
え
、
京
都

の
酒
米
の
生
産
振
興
へ
つ
な
が

り
ま
す
。
親
し
い
人
と
の
ひ
と

と
き
や
、
お
祝
い
の
場
面
で
ぜ

ひ
「
京
の
酒
」
を
ご
賞
味
く
だ

さ
い
！

南丹地域農村女性・加工研究会ロゴマーク誕生

　南丹地域農村女性・加工研究会は、加工活動
の技術研鑽と情報発信・会員相互交流を図るた
めに平成15年に組織された会です。27年度の
会員数は98人で、研修会や加工食品コンクー
ルなど、計画を立てて活動しています。
　昨年度から会のロゴマークを作成しようとい
う話が持ち上がり、マークのデザイン等、役員
会で検討を重ねてきました。
　会員が製造販売する商品を統一的にPRし、

こだわりや頑張りを発信していくために認定基
準を作成し、その基準を満たす商品にマークを
貼って販売していく予定です。年度内に商品を
認定できるよう頑張っ
ています。直売所やイ
ベントの時に地元の加
工グループによるシー
ル付き商品を是非探し
てみて下さい。

　

私
は
、
27
年
４
月
に
農
業
技
師
と
し
て
採
用
さ
れ

ま
し
た
。
今
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

先
輩
職
員
や
農
家
の
方
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、
早
く

一
人
前
の
普
及
指
導
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

南
丹
普
及
セ
ン
タ
ー
に
配
属
に
な
っ
て
約
２
年
が

経
ち
ま
し
た
。
担
当
作
物
は
水
稲
で
す
。
日
本
酒
が

大
好
き
で
、
酒
米
の
生
産
振
興
と
消
費
拡
大
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

河村技師 尾崎技師

尾
崎
技
師
で
す
！

河
村
技
師
で
す
！
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Topics

地
域
の
担
い
手
と
し
て

特
集「

京
都
丹
波
に
新
し
い
力
が
続
々
と
集
結
！
」

　市町村や京都府農業総合支援センター
などと連携し、新しく就農を希望される
方を対象に、就農予定地で技術習得から
就農までを一貫して支援する実践的な研
修の場です。

　研修生が農村地域に溶けこめるよう農
村地域での生活や地域の習慣等を助言い
ただく方のこと。

　研修生が農業生産技術を修得できるよ
う農産物栽培の技術指導者のこと。

　

南
丹
管
内
で
は
「
担
い
手
養
成
実
践
農
場

研
修
」
に
取
り
組
み
、
就
農
し
た
農
家
が
27

名
お
ら
れ
、
現
在
も
14
名
の
方
が
研
修
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
実
践
農
場
の
取
り
組
み
を
終
え
、

地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
３
名
を

紹
介
し
ま
す
。

　

農
業
経
営
を
始
め
て
感
じ
た
こ
と
、
今
後

の
抱
負
な
ど
３
名
の
熱
い
想
い
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
中
の
指
導
者

や
担
い
手
づ
く
り
後
見
人
を
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
に
も
、
研
修
中
や
現
在
の
様
子
に
加

え
今
後
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
期
待
す
る

こ
と
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

実践農場とは？

担い手づくり後見人とは？

技術指導者とは？

い
わ
い

い
わ
い

こ
う
じ

い
わ
い

・・・実践農場地
（修了、研修中を含む）

（平成14年度～平成27年度設置場所）

・・・インタビュー

酒
米
の
紹
介

NEW NEW 
FacesFaces



　

髙
橋 

求
さ
ん
（
31
歳
）
は
、
平
成
27
年
３

月
に
就
農
し
、
ナ
ス
、
小
松
菜
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
、
小
カ
ブ
な
ど
を
亀
岡
市
内
の
直
売
所

や
ス
ー
パ
ー
等
で
直
売
す
る
経
営
を
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
は
会
社
勤
め
で
し
た
が
、
も

の
づ
く
り
へ
の
興
味
と
自
分
の
裁
量
で
仕
事

が
で
き
る
魅
力
か
ら
農
業
の
世
界
に
飛
び
込

み
ま
し
た
。
最
初
に
八
ヶ
岳
中
央
農
業
実
践

大
学
校
で
農
業
研
修
を
受
け
ま
し
た
が
、
こ

の
研
修
中
に
南
丹
地
域
へ
訪
れ
た
こ
と
が
、

髙
橋
さ
ん
が
南
丹
地
域
へ
Ｉ
タ
ー
ン
す
る

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
中
で
、
南
丹
地
域
で
就
農
し
て
い
る

先
輩
を
訪
問
し
た
際
に
、「
こ
こ
は
消
費
地
が

近
い
し
、
先
輩
の
し
っ
か
り
し
た
経
営
を
参

考
に
す
れ
ば
自
分
も
や
っ
て
い
け
る
か
も
し

れ
な
い
。」
と
思
い
、
南
丹
地
域
で
就
農
す
る

意
志
を
固
め
ま

し
た
。

　

亀
岡
市
内
で

の
「
京
の
農
林

水
産
業
」
未
来

を
担
う
人
づ
く

り
推
進
事
業
で

農
業
を
経
験
し

た
後
、
平
成
25

年
３
月
か
ら
２

年
間
、
亀
岡
市

旭
町
で
担
い
手
養
成
実
践
農
場
研
修
を
受
け

ま
し
た
。
研
修
中
は
、
ナ
ス
の
収
穫
作
業
に

予
想
以
上
の
時
間
が
か
か
り
、
他
の
作
物
の

栽
培
管
理
が
追
い
つ
か
な
く
な
る
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、
経
営
開

始
後
は
確
実
に
栽
培
で
き
る
品
目
に
絞
り
、

先
ず
は
し
っ
か
り
生
計
を
立
て
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
、
日
々
汗
を
流
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
旭
は
景
色
が
よ
い
し
、
外
の
人
で
も
受
け
入

れ
て
く
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
就
農
し
て

よ
か
っ
た
。」
と
話
す
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　

研
修
中
に
担
い
手
づ
く
り
後
見
人
を

務
め
た
人
見
さ
ん
は
、「
遠
い
と
こ
ろ

か
ら
来
て
く
れ
た
が
、
気
張
っ
て
や
っ

て
い
る
。」
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

研
修
中
指
導
し
た
岩
田
さ
ん
は
、「
基

盤
を
し
っ
か
り
つ
く
っ
た
上
で
、
無
理

せ
ず
営
農
し
て
い
っ
て
も
ら
え
た
ら
。」

と
期
待
を
寄
せ
た
上
で
、「
た
だ
、
人
と
の
関

わ
り
合
い
が
大
切
な
の
で
、
積
極
的
に
人
と

接
す
る
心
構
え
を
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

将
来
は
、
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
量
を

抑
え
た
環
境
に
や
さ
し
い
栽
培
方
法
で
京
野

菜
を
生
産
し
、
地
域
の
担
い
手
に
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
、
今
後
、
亀
岡
市

旭
町
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
っ
て
、
地
域

の
農
業
農
村
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
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の適切な使用について薬農

農林水産省登録のある農薬を使用してください。無登録農薬の使用は法律で禁止されています。

農薬のラベルに書いてある登録内容（作物名、適用病害虫・雑草名、使用量、希釈倍数、使用時期、
使用回数、最終有効年月等）を守って使用してください。

適切な保護具（マスク、メガネ、手袋、防除衣等）を着用して、薬剤を体に浴びたり吸い込ん
だりしないようにしましょう。

農薬を使用する際は、風の弱い時に風向きに注意して散布する、飛散低減ノズルやカバーを使
用するなどの対策を行い、周辺のほ場や住宅地への飛散を防止しましょう。

農薬の散布後は、使用履歴（使用年月日、場所、作物名、農薬名、使用濃度・使用量等）を記
帳しましょう。

１

２

３

４

５

　農薬は正しい方法で使えば、農作物を病害虫や雑草の被害から安全かつ省力的に守る
ことができます。しかし、誤った方法で使用すると、使用者だけでなく、農作物や周辺
環境にも被害を及ぼす恐れがあります。以下のことに注意して、適切に使用しましょう。

京都丹波就農サポート講座平成28年度平成28年度 受講生募集中！！受講生募集中！！
●対　象
将来、京都丹波地域の担い手として営農するため
に基礎技術習得が必要な方。定員は20名程度。

●受講料
無料（実費負担をお願いすることがあります）

●申込方法
申込書に記入の上、持参・郵送・FAX・電子メー
ルで申し込み。書類選考の上、３月下旬に受講生
を決定。詳しい募集要領・申込書の請求は普及セ
ンターまで（普及センターのホームページにも掲載）

●締　切
平成28年３月８日（火）必着

●日　時
平成28年４月～10月
原則　平日午後１時30分～５時

●会　場
京都府園部総合庁舎
（南丹市園部町小山東町藤ノ木21）他

●講座内容（予定）
☆土壌肥料、病害虫防除、露地野菜、施設野菜、
　豆類等の基礎技術
☆先進農家の経営視察研修

3

特集 　京都丹波に新しい力！ ～新規就農者にインタビュー～

一念発起でＩターン
亀岡市　髙 橋  求さん

岩田康裕氏・髙橋求氏・人見勝洋氏

亀岡市・髙橋氏

農薬の安全性について、2014 年から、従来の残留農薬評価法に加えて、新たに農薬の残留し
た農作物を一度に多量に食べても健康に悪影響がないと考えられる量を評価して、残留基準
値が設定されることとなりました。
　古い登録内容で使用すると残留基準値を超える可能性がありますので、必ず最新の登録内
容を確認し使用してください。最新の農薬登録情報は、農薬メーカーのホームページ等を参
照してください。

６

ココに注目ココに注目
2014 年から、
　新しい残留農薬評価が
　　　　　　導入されました！

地元の直売所での出荷風景



一歩一歩、確実に…
京丹波町質美　藤 井 敬 士さん

　

京
丹
波
町
質
美
の
藤
井
啓
士
さ
ん
（
60
歳
）

は
平
成
26
年
２
月
に
就
農
。
施
設
４
棟
10
ａ

で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
周
年
栽
培
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

大
阪
で
大
工
を
営
ま
れ
て
い
た
が
、
仕
事
が

減
っ
て
い
く
中
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
か
考

え
た
時
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
農
業
で
し
た
。

大
工
を
辞
め
て
、
農
業
大
学
校
の
短
期
講
座

を
受
講
。
受
講
後
の
就
農
地
を
探
し
て
い
た

時
、
京
丹
波
町
質
美
が
候
補
に
挙
が
り
ま
し

た
。

　

卒
業
後
、
１
年
間
は
大
西
修
さ
ん
の
も
と

で
、
地
域
の
特
産
物
で
あ
る
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
栽
培
技
術
を
学
び
、
そ
の
後
、
更
に
２
年

間
「
担
い
手
養
成
実
践
農
場
研
修
」
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

経
営
を
始
め
て
１
年
半
が
経
ち
、
多
く
の

こ
と
を
経
験
さ
れ
ま
し
た
。「
気
象
条
件
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
の
が
農
業
。
品

物
が
少
な
い
時
に

出
荷
で
き
る
よ
う

に
栽
培
し
て
い
ま

す
。
高
値
が
付
い

た
時
は
嬉
し
い
で

す
ね
。」
と
藤
井

さ
ん
。
あ
と
少
し

で
出
荷
で
き
る
と

意
気
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
害
虫
の
被
害
に

遭
い
、
出
荷
で
き
な
く
な
っ
た
時
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
。

　

土
づ
く
り
に
も
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
お
ら

れ
、
完
熟
堆
肥
と
合
わ
せ
て
様
々
な
土
壌
改

良
資
材
を
投
入
す
る
等
し
て
試
行
錯
誤
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

研
修
中
に
指
導
を
さ
れ
て
い
た
大
西
修
さ

ん
は
「
研
修
の
時
か
ら
真
面
目
で
頑
張
っ
て

く
れ
て
い
る
。
今
後
、
地
域
の
農
業

を
引
っ
張
る
存
在
に
な
っ
て
欲
し

い
。」
と
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
中
に
担
い
手
づ
く
り

後
見
人
を
務
め
ら
れ
た
大
西
弘
二
さ

ん
か
ら
も
「
高
齢
化
が
進
む
中
、
若

い
力
が
地
域
に
入
っ
て
き
た
こ
と
は

と
て
も
嬉
し
い
。
若
い
人
が
頑
張
る

姿
を
見
て
地
域
も
活
気
付
け
ば
。」
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
抱
負
に
つ
い
て
聞
い
て
み

た
と
こ
ろ
「
今
後
は
、
地
域
の
特
産

物
で
あ
る
黒
大
豆
や
小
豆
も
栽
培
で
き
た
ら

い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
黒
大

豆
の
栽
培
を
始
め
た
が
、
シ
カ
の
食
害
に
遭
っ

た
。
ま
ず
は
、
目
の
前
に
あ
る
課
題
を
ひ
と

つ
ひ
と
つ
解
決
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
。」
と
力
強
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
一
経
営
者
と
し

て
、
今
後
の
更
な
る
経
営
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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特集 　京都丹波に新しい力！ ～新規就農者にインタビュー～

大西弘二氏・藤井敬士氏・大西修氏

京丹波町・藤井氏

　

南
丹
市
園
部
町
仁
江
の
堤
博
明
さ
ん
（
43

歳
）
は
、
27
年
６
月
に
２
年
間
の
担
い
手
養

成
実
践
農
場
研
修
を
修
了
し
て
就
農
さ
れ
ま

し
た
。
紫
ず
き
ん
、
ハ
ウ
ス
で
の
伏
見
ト
ウ

ガ
ラ
シ
、
シ
ュ
ン
ギ
ク
な
ど
を
奥
さ
ん
、
親

族
と
共
に
栽
培
し
、
Ｊ
Ａ
を
通
し
た
市
場
出

荷
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

堤
さ
ん
は
非
農
家
出
身
で
農
業
は
未
経
験

で
し
た
が
、
奥
さ
ん
の
実
家
が
仁
江
で
農
業

を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
興
味
を
持
ち
、
就

農
を
志
さ
れ
ま
し
た
。

　

担
い
手
養
成
実
践
農
場
研
修
で
は
、「
仁
江

が
ん
ば
ろ
う
会
」
の
小
寺
つ
た
え
さ
ん
が
技

術
指
導
者
と
し
て
栽
培
技
術
の

研
修
に
当
た
り
、
同
地
区
の
当

時
区
長
を
さ
れ
て
い
た
小
寺
努

さ
ん
が
担
い
手
づ
く
り
後
見
人

と
し
て
生
活
面
な
ど
の
指
導
に

当
た
ら
れ
ま
し
た
。
小
寺
つ
た

え
さ
ん
は
「
堤
さ
ん
は
非
常
に

熱
心
に
研
修
に
取
り
組
み
、
ま

た
自
分
で
も
情
報
収
集
や
勉
強

し
て
、
今
で
は
か
え
っ
て
私
の

方
が
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
く

ら
い
技
術
力
も
高
い
。」
小
寺
努

さ
ん
は
「
研
修
期
間
中
か
ら
積

極
的
に
地
域
の
行
事
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
仁
江
の
人
達
に
溶

け
込
ん
で
い
る
。」
と
話
さ
れ
、「
今
後
は
農

業
の
担
い
手
と
し
て
地
域
を
引
っ
張
り
、
後

輩
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
。」
と

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

堤
さ
ん
は
、「
他
地
域
か
ら
の
新
規
参
入
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
地
区
の
方
々
に
暖
か
く

受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。」「
今
後
は

規
模
の
拡
大
を
行
い
、
紫
ず
き
ん
を
主
力
に

お
い
て
年
間
雇
用
で
き
る
よ
う
な
作
物
も
追

加
し
て
い
き
、
法
人
化
も
視
野
に
い
れ
て
儲

か
る
農
業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。」
と
意
欲
的

に
営
農
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

儲かる農業を目指して
南丹市園部町　堤  博 明さん

小寺努氏・堤博明氏・小寺つたえ氏

南丹市・堤氏

紫ずきんの花

育成したホウレンソウ

に
え

し
つ
みし

つ
み

しつみ


